障がいのある人と共に考える防災ワークショップ　開催要項
１　目的	　東日本大震災では２万人以上の犠牲者を出す中、「死者の９割が60歳以上」「障がいのある人の死亡率が２倍以上」でした。避難中のストレスにより命を落とす「災害関連死の９割が高齢者」であるなど、大規模災害では災害弱者に犠牲が集中しました。更に支援者も被災して、支援に入れない事態にもなりました。
　南海トラフ巨大地震では全国で最大32万人の死者が出るとされ、対応が急がれます。地震だけでなく、地震火災、津波、津波火災、ライフラインの喪失、液状化、原発事故など、複合災害になる可能性もあります。
　本ワークショップでは東日本大震災で被災した福島県の障がいのある人の実体験を振り返り、被災地での要援護者支援の実際に学びながら、巨大地震等により１人も犠牲者を出さないための家庭、地域、行政、福祉サービス事業所での備えを検証します。また我が町の地域防災と地域協働を見直す契機とします。
２　日時	平成２７年２月１日（日）	１０：３０～１５：３０
３　場所	ラ・プラス青い森　青森市中央１－１１－１８　電話 ０１７－７３４－４３７１
４　参加費	５００円（資料代含む）
５　定員	講演＋ワークショップ　４０名（先着順）
講演のみ　６０名
６　参加対象	障がいのある人・家族、行政、福祉サービス事業者、地域住民（町内会・民生委員）、自治体消防・防災関係者、保健福祉関係者、社協関係者、災害ボランティアなど
７　プログラム
	時間
	内容

	1０:３0～1０:５0
	主催者あいさつ・趣旨説明・来賓あいさつ

	1０:５0～1２:０0
	講演「東日本大震災における要援護者支援の実際」
　　　講師　青田由幸　氏
ＮＰＯ法人さぽーとセンターぴあ代表理事　福島県南相馬市在住

	1２:０0～1３:０0
	昼食・休憩・舞台転換

	1３:０0～1４:２0
	ワークショップ（１グループ10名程度）※ファシリテーターを配置
要援護者の命と生活をいかに守るか、福祉サービス事業所の立場で何ができるか、地域内連携と広域連携、避難所、行政・医療・福祉・保健・教育の連携と、民間事業所と地域住民の連携の課題を探る。

	1４:２0～1４:４0
	休憩・舞台転換

	1４:４0～1５:２0
	発表とまとめ

	1５:２0～1５:３0
	閉会挨拶


８　主催	自立生活センター　Ｐｉｎｇあおもり
９　共　催　特定非営利活動法人ピアネット
[bookmark: OLE_LINK1]１０　協力　障がいを持つ人の防災企画会議
問い合わせ
　自立生活センター　Ｐｉｎｇあおもり　　担当：佐藤広則、松野潤
　TEL：０１７－７６１－２７７０　ＦＡX：０１７－７６１－２７４６　Mail：ping@ping-aomori.jp
　当日連絡先　０９０－２９８４－７８６７（佐藤）


申込日　　平成　　　年　　　月　　　日
障がいのある人と共に考える防災ワークショップ 参加申込書
開催日：平成２７年２月１日（日）　会場：ラ・プラス青い森（青森市）

	団体名
	

	団体もしくは自宅所在地
	

	ＴＥＬ
	（団体・個人）
	ＦＡＸ
	（団体・個人）

	Ｅメール
	


※参加費（資料代含む）５００円。
※会場へ昼食の持込できません。昼食（弁当）の予約承ります（１,２００円）。
　１階にレストランがあります。（７００円～ 予約推奨。ご自身でお願いします。０１７－７３４－４３７１　）

いずれかに○を付けて下さい
	１
	ふりがな
申込者氏名
	　(　　) 講演のみ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ ＋ 昼食（弁当）
	１,７００円

	２
	ふりがな
申込者氏名
	　(　　) 講演のみ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ ＋ 昼食（弁当）
	１,７００円

	３
	ふりがな
申込者氏名
	　(　　) 講演のみ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ
	５００円

	
	
	　(　　) 講演＋ワークショップ ＋ 昼食（弁当）
	１,７００円

	その他ご要望（手話・要約筆記等の情報保障について）

車いす使用者　　　名


締め切り
　講演＋ワークショップ（先着４０名）：１月２５日（日）
　講演のみ（６０名）：１月２９日（木） 
　ＦＡＸまたはメールでお申し込み下さい。折り返し受付完了のＦＡＸまたはメールを送信します。

お問い合せ、申込み先
自立生活センター　Ｐｉｎｇあおもり　　担当：佐藤広則、松野潤
ＦＡＸ：０１７－７６１－２７４６　または　E-mail：ping@ping-aomori.jp
ＴＥＬ：０１７－７６１－２７７０　携帯０９０－２９８４－７８６７

